
5 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）
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まちづくり目標 ともにつくるまち 政策名 環境に配慮したまちづくり

施 策 № 7 施 策 名 水と緑の保全と活用

主管課名 生活環境課

関係課名 農林水産課、水族博物館、埋没林博物館

１０年後の
目指す姿 　豊かな自然を体験できる自然環境が保全されています。

現　　状
・植物、地質、気象や生物に関する調査研究や休耕田等を利用した地下水涵養事業をはじめとする水資源調査研究を行っています。
・僧ヶ岳県立自然公園内の林業施設、松倉城跡県定公園、片貝県定公園等の維持管理や里山再生整備を行っています。
・企業・団体等による環境美化・保全活動を紹介するとともに、市民の環境保全に関する意識の啓発に努めています。

課　　題

・宅地化の進行や地球温暖化による生態系への影響が懸念されるため、自然公園や自然環境保全地域等の適正な保護・管理等生
態系のバランスを保つための取組が必要です。
・市民や訪れた人々が、本市の良好な水循環や自然公園などを体感し、親しみ、学び、保全について考える機会を増やしていくことが
必要です。
・手入れ不足となっている里山が多く、野生鳥獣による農作物被害の一因になっていることから、里山再生整備、みどりの森再生等を
引き続き実施していく必要があります。

行　　政
・森林の保全など生態系のバランスを保つための施策を行います。
・水と緑の保全のための啓発を行います。
・豊かな水と緑の恵みを産業や観光に活かします。

市　　民
・

事 業 所

・「魚津の水循環」と生物多様性について学びます。
・水と緑を守る活動に参加し、協力をします。
・豊かな水と緑の恵みを体感し、自ら情報発信します。

基本事業① 水循環・生態系等の保全

基本事業② 豊かな自然の活用の推進

基本事業③

基本事業④

区　　分 ３年度実績 ４年度実績 ５年度実績 ６年度実績 ７年度実績 ８年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 33,138 24,572 26,618

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 7,531 7,553 14,151

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計 25,607 17,019 12,467

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 29 31 35

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 4,220 4,130 5,490

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 16,555 16,008 21,718

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 49,693 40,580 48,336

市民１人あたりにおける施策の

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

　同　　上

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

１時間あたりの平均人件費 3,923 3,876 3,956

魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477 39,919 39,274

施策の現状
及び課題

施策を進めるた
めの役割分担

目指す姿の実
現のための取

組
(基本事業)

効 率 性
指　　標

円 819 616 678

円 409 401 553

円 1,228 1,017 1,231

参　　考

施策の
トータルコスト
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基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 7 施 策 名 水と緑の保全と活用

基本事業名 ①水循環・生態系等の保全

基本事業の目的（意図） 適正な里山・森林整備により、健全な水循環を保全するとともに、野生生物や生態系の保全を進め、生物多様性を確保します。

令和5年度における
主な事業内容（活動内容）

【水資源調査研究事業】
・休耕田等を利用した地下水涵養事業を東蔵・平沢地内において令和４年度と同様の3.98haにて実施しました。
【水と緑の森づくり事業】
・人家、耕地周辺などの里山林（モウソウ竹林含む。）や小規模な風雪被害林などで、整備及び管理並びに利用について、地域の合
意形成が図られている森林を対象として地域や生活に密着した里山の再生整備を実施しました。
【森林病害虫等防除事業】（再掲）
・魚津市の歴史的価値を有する天神山において、松林の保全活動（松12本への薬剤注入）を実施しました。
【自然保護関係事業】
・池の尻自然環境保全地域の巡視を３回実施しましたが、林道の崩落により危険なため、池尻の池の巡視は行えませんでした。
【生物多様性地域戦略推進事業】
・図書館で関連図書コーナーを設けたブックフェアを開催するとともに、パネル展示を実施し、市民等に生物多様性について、周知を
行いました。また、令和４年度の里山体験会（小菅沼・ヤギの杜）を令和５年には「緑の学び舎」に名称を変更し開催予定でしたが雨天
中止となりました。
【水族館博物館事業】（再掲）
・魚津市を中心に富山県内の生物（魚類・両生類・爬虫類・無脊椎動物等）の調査を行いました。
・市民等が参加するうおづ水辺の調査隊活動を３回実施しました。
【埋没林博物館調査研究事業】（再掲）
・魚津市の植物、地質、気象等に関する調査研究を行いました。
・南又谷のマイカー自粛解除試行に伴う自然環境モニタリング調査を行いました。

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

2.0 2.3 2.5 2.8 3

3.96 3.98 3.98

144.1 145.5 146.9 148.3 149

142.5 137.51 131.50

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

令和5年度

予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 ジオパーク構想事業 605,000 605,000 0 - 企画政策課

一般会計 片貝川流域水循環遺産活用事業 10,500,000 8,613,000 1,887,000 Ａ 企画政策課

一般会計 水資源調査研究事業 540,000 432,896 107,104 Ｂ 生活環境課

一般会計 環境基本計画推進事業 135,000 43,000 92,000 - 生活環境課

一般会計 自然保護関係事業 78,000 20,000 58,000 Ｃ 生活環境課

一般会計 生物多様性地域戦略推進事業 931,000 252,195 678,805 Ｂ 生活環境課

一般会計 水と緑の森づくり事業 4,428,000 4,184,500 243,500 Ａ 農林水産課

一般会計 森林病害虫等防除事業（施策７②再掲） （394,000） （393,900） （100） - 農林水産課

水族館事業特別会計 水族館博物館事業（施策14③再掲） （1,756,000） （1,279,698） （476,302） Ａ 水族博物館

一般会計 埋没林博物館調査研究事業（施策14③再掲） （1,125,437） （1,086,400） （39,037） Ａ 埋没林博物館
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合　　計 17,217,000 14,150,591 3,066,409

成果指標名 単位

地下水涵養事業実施面積 ha 1.93 1.93 5

森林整備面積 ha 141.3 142.3 156

№ 会計名 事務事業名 担当課
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基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 7 施 策 名 水と緑の保全と活用

基本事業名 ②豊かな自然の活用の推進

基本事業の目的（意図）
自然環境の大切さを学び、その価値を認め、豊かな環境の恵みを活用するとともに、市民等が協働して保全活動を行う仕組みや体
制づくりを推進します。

令和5年度における
主な事業内容（活動内容）

【環境保全啓発事業】
・環境フェスティバル（○○魚津と同時開催）を初めて２日間の開催としました。企業や団体の環境保全に係る様々な取組を紹介し、環
境保全に対する意識の啓発に努めました。
【県立・県定公園施設維持管理事業】
・僧ヶ岳県立自然公園内の林業施設、松倉城跡県定公園（入城門広場や升方緑地施設など）、片貝県定公園（バイオトイレなど）等に
関する維持管理を実施しました。また、僧ヶ岳登山口道路の整備を行いました。
【里山林オーナー事業】
・里山（約42,000㎡）を市で借り入れ、約1,000～3,000㎡の区画に小分けにし、森林浴などの自然とのふれあいを希望する人に貸し出
しました。令和５年度は13区画（前年比１区画増）を貸し出しました。
【魚津の水循環事業】
・「魚津の水循環」の理解を深めるため、市民ガイドと共に、一般市民を対象とした「水の学び舎」ツアーを６回開催し、38名が参加しま
した。
・水守ガイドを養成するために、養成講座（生物、植物、地質、歴史編）を実施し、７名が受講しました。
・沌滝の滝内及び通路の倒木処理を実施しました。
・うおづのうまい水を更にPRするため、ラベルの更新を行い３年ぶりにモンドセレクションに応募しました。
【ジオパーク普及事業】
・魚津埋没林博物館では、ジオパーク普及講座を３件実施し、市内の生物や地質等の自然環境を学ぶ機会を提供しました。

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

10,300 10,400 10,500 10,600 10,700 

7,183 11,151 9,109 

160 160 165 165 170 

46 69 38 

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

令和5年度

予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 環境保全啓発事業 613,000 347,975 265,025 Ｂ 生活環境課

一般会計 魚津の水循環事業 2,317,000 1,706,695 610,305 Ｂ 生活環境課

一般会計 東山円筒分水槽周辺整備事業 520,000 495,000 25,000 - 生活環境課

一般会計 県立・県定公園施設維持管理事業 1,875,000 1,606,281 268,719 Ａ 農林水産課

一般会計 片貝山ノ守キャンプ場管理運営費 6,675,000 5,894,320 780,680 - 農林水産課

一般会計 森林病害虫等防除事業 394,000 393,900 100 - 農林水産課

予算なし 里山林オーナー事業 0 0 0 - 農林水産課

水道事業会計（収益的支出） ボトルウォーター事業 1,808,900 1,808,900 0 - 上下水道課

一般会計 ジオパーク普及事業 267,000 213,704 53,296 - 埋没林博物館
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合　　計 14,469,900 12,466,775 2,003,125

成果指標名 単位

片貝山ノ守キャンプ場利用者数 人 10,100 6,507 11,200 

「水の学び舎」「緑の学び舎」参加者数 人 155 51 180 

№ 会計名 事務事業名 担当課



施 策 № 7 施 策 名 水と緑の保全と活用

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①水循環・生態系等の保全】
◆休耕田等を利用した地下水涵養事業の実施面積は、令和２年度1.93haから令和３年度3.96haへと拡大し、令和４年度はさらに3.98haと拡大してきま
したが令和５年度は前年度と同じ面積となっています。
◆森林整備面積は、令和元年度141.3ha、令和２年度142.3ha、令和３年度142.5haと年々増加していましたが、ウッドショックの関係で令和４年度は
137.51haと減少し、令和5年度は人工林の長期伐採制度（伐期を50年→80年に移行）となり、131.50haと減少したので、目標には到達していません。

【②豊かな自然の活用の推進】
◆片貝山ノ守キャンプ場利用者は令和５年度は9,109人、水の学び舎ツアー参加者は38人です。新型コロナウィルス感染症も落ち着き、利用者数が増
加しています。
◆うおづのうまい水のペットボトルのラベルデザインを更新し、モンドセレクションに応募し、金賞を受賞しました。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（令和5年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①水循環・生態系等の保全】
＜水資源調査研究事業＞
◆休耕田等を利用した地下水涵養事業については、魚津・滑川地域地下水利用対策協議会との共同により、東蔵地内において農閑期（10月～３月）
の水張りを3.98haにて実施した結果、地下水保全につながりました。
＜水と緑の森づくり事業、森林病害虫等防除事業（再掲）＞
◆市内10地区、2.65haの里山について整備を行い、野生動物との棲み分けや水源涵養・山地災害防止等に貢献しました。また、天神山の松12本に対
し、松くい虫防除の薬剤樹幹注入を行うことにより、周囲への被害木の拡大が減少しました。
＜埋没林博物館調査研究事業＞（再掲）
◆魚津市の植物、地質、気象等に関する調査研究を行いました。
＜水族館博物館事業＞（再掲）
◆展示や普及活動の基礎となる生物調査を継続的に行いました。

【②豊かな自然の活用の推進】
＜環境保全啓発事業＞
◆環境フェスティバル（○○魚津と同時開催）を初めて２日間の開催とし、企業や団体の環境保全に係る取組を紹介することで、環境保全に対する意
識を啓発することができました。
＜県立・県定公園施設維持管理事業＞
◆片貝県定公園内市道南又線のマイカー通行自粛区間の設定やレンタサイクルの貸出等により、車両の乗り入れの抑制に努めたほか、片貝山ノ守
キャンプ場を適切に管理し、豊かな自然とのふれあいや観察等の機会の提供に努め、9,109人の利用がありました。また、僧ヶ岳登山道の整備を行い
ました。
＜魚津の水循環事業＞
◆「水の学び舎ツアー」を６回開催し、延べ38人が参加しました。参加者は、魚津の水循環を知り、理解を深めることができました。
・水守ガイドを養成することで、魚津の水循環の魅力をより多くの方に発信することができるようになりました。
・沌滝の遊歩道を整備し、案内看板を更新することで、沌滝を訪れた方が安全かつ快適に散策することができます。

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①水循環・生態系等の保全】
◆来場者調査の結果、東山円筒分水槽とポケットパークに多くの見学者が訪れていることが判明しています。その周辺区域も含めての活用法を地元
と引き続き協議していきます。
◆市民、事業所等への水の利用や地下水の保全等の啓発に努めるとともに、水の学び舎事業を引き続き実施していきます。
◆自然の中での遊びや様々な体験活動を通じて、子どもたちの自然環境への保全意識の醸成や利用促進を図ります。
◆カシノナガキクイムシによる被害の報告はありませんが、多くの枯損木が残存しており、景観を損ねたり林道の通行の支障になったりしています。ま
た、手入れ不足となっている里山が多く、野生鳥獣による農作物被害の一因となっていることから、引き続き「水と緑の森づくり税」等を活用した事業を
推進していきます。
◆魚津市を中心に富山県内の生物調査（魚類・両生類・爬虫類・無脊椎動物等）の調査・研究活動を積極的に進め、結果を水族館の展示や普及活動
に反映し、市民や来館者等に情報提供します。また、別又谷涵養田（ビオトープ）の生物（両生類・昆虫類等）・植物調査を継続的に行い、結果を発信し
ていきます。
◆富山県池の尻自然環境保全地域（ミズバショウ純群落）の巡視管理を行うにあたり、林道が崩土・倒木等により車両通行が困難な状況にあります。
今後の巡視管理につきましては、県と協議の上決定します。
◆南又谷のマイカー自粛解除による自然環境への影響についてモニタリングを継続し、変化の有無や状況の把握に努めます。

【②豊かな自然の活用の推進】
◆環境フェスティバルを継続して実施し、環境保全の啓発・意識の高揚を図っていきます。
◆今後も継続的に、県立自然公園や県定公園などの整備・保全や景観・美観の保全に努めていきます。
◆生物多様性うおづ戦略に定めた各種施策や重点的取組を実施し、生物多様性に対する理解と連携、協力を得るための普及・啓発に努めていきま
す。
◆本市の自然と歴史の関わりを明らかにした魚津市史（自然編）を活用し普及講座等を開催することで、市民の地域に対する愛着や理解を深め市民
自ら行うまちづくりに役立てます。
◆魚津の水循環で育まれたおいしいミネラルウォーターを全国に発信し、魚津の水循環遺産をＰＲします。

令和5年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）


